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（1） a.  ビデオの撮映で訪れて以来、自分はこの秘境の津賀ダムに４回出掛
けている。オデコは１回もない。すべての釣行で、満足できる釣果
を得ている。










































































それぞれの名詞 5（長単位・大分類）15 語分 6によるシンプソンのDの差の平
均により分析した。シンプソンのDは以下の式によって表されるものである
（巌佐ほか 2003:246）。




















た。調査対象とした接続表現は表 2中に掲げた 57 語である。
表 2：接続表現の計量結果一覧
順位 語 関係表示 機能 頻度 前文脈のＤ 後文脈のＤ Ｄの差
第1位 次に 話題の展開 列挙 735 0.394 0.41 0.016
第2位 というのも 論理的関係 理由 281 0.367 0.383 0.016
第3位 ところで 話題の展開 転換 1141 0.373 0.388 0.015
第4位 では 論理的関係 仮定条件 1277 0.395 0.409 0.014
第5位 第二に 話題の展開 列挙 250 0.371 0.385 0.014
第6位 第一に 話題の展開 列挙 192 0.368 0.38 0.013
第7位 さて 話題の展開 転換 1606 0.376 0.388 0.011
第8位 それでは 論理的関係 仮定条件 608 0.401 0.411 0.01
第9位 というのは 論理的関係 理由 331 0.397 0.406 0.01
第10位 すなわち 加算的関係 換言 2156 0.376 0.386 0.01
第11位 すると 論理的関係 仮定条件 1871 0.399 0.409 0.009
第12位 そのため 論理的関係 確定条件 932 0.381 0.39 0.009
第13位 要するに 話題の展開 まとめ 504 0.375 0.384 0.009
第14位 まず 話題の展開 列挙 2816 0.385 0.393 0.008
第15位 それとも 対等な関係 選択的提示 441 0.375 0.383 0.008
第16位 一方 話題の展開 対比 1823 0.367 0.375 0.008
第17位 ところが 論理的関係 逆接 3220 0.376 0.383 0.007
第18位 以上 話題の展開 まとめ 145 0.371 0.379 0.007
第19位 それにしても 話題の展開 転換 289 0.362 0.37 0.007
第20位 事実 加算的関係 例示 286 0.361 0.368 0.007
第21位 最後に 話題の展開 列挙 253 0.375 0.38 0.006
第22位 それに対して 話題の展開 対比 118 0.39 0.395 0.005
第23位 そこで 論理的関係 確定条件 2019 0.389 0.393 0.004
第24位 でも 論理的関係 逆接 5124 0.388 0.392 0.004
第25位 それで 論理的関係 確定条件 551 0.385 0.389 0.004
第26位 それから 話題の展開 列挙 1895 0.377 0.381 0.004
第27位 実際 加算的関係 例示 668 0.367 0.37 0.003
第28位 つまり 加算的関係 換言 4266 0.393 0.395 0.002
第29位 しかし 論理的関係 逆接 19437 0.374 0.376 0.002
第30位 とはいえ 論理的関係 逆接 178 0.37 0.372 0.002
第31位 そして 加算的関係 添加 13008 0.38 0.38 0.001
第32位 それが 論理的関係 逆接 398 0.376 0.376 0
第33位 いわば 加算的関係 換言 251 0.368 0.368 0
第34位 だから 論理的関係 確定条件 4543 0.392 0.391 -0.001
第35位 その代わり 加算的関係 代替 106 0.366 0.365 -0.001
第36位 特に 加算的関係 卓立 2461 0.363 0.362 -0.001
第37位 とりわけ 加算的関係 卓立 281 0.36 0.359 -0.001
第38位 したがって 論理的関係 確定条件 3328 0.393 0.391 -0.002
第39位 また 話題の展開 列挙 14539 0.373 0.371 -0.002
第40位 ちなみに 話題の展開 補足 881 0.366 0.364 -0.002
第41位 たとえば 加算的関係 例示 5169 0.393 0.39 -0.003
第42位 よって 論理的関係 確定条件 208 0.386 0.383 -0.003
第43位 とにかく 話題の展開 無視 704 0.374 0.371 -0.003
第44位 さらに 話題の展開 列挙 4407 0.368 0.365 -0.003
第45位 いずれにしても 話題の展開 無視 210 0.373 0.369 -0.004
第46位 しかも 加算的関係 累加 2120 0.368 0.364 -0.004
第47位 なお 話題の展開 補足 3100 0.384 0.38 -0.005
第48位 結局 話題の展開 まとめ 831 0.376 0.37 -0.006
第49位 それも 加算的関係 累加 147 0.371 0.365 -0.006
第50位 だって 論理的関係 理由 458 0.397 0.39 -0.007
第51位 ただし 話題の展開 補足 3325 0.388 0.38 -0.008
第52位 あるいは 対等な関係 選択的提示 764 0.383 0.375 -0.008
第53位 それに 加算的関係 累加 722 0.38 0.373 -0.008
第54位 他方 話題の展開 対比 317 0.376 0.366 -0.01
第55位 その上 加算的関係 累加 235 0.367 0.356 -0.01
第56位 むしろ 加算的関係 代替 655 0.379 0.368 -0.011











表 2における関係表示の分布状況を図 2に、表 2における機能の分布状況を
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図 3に示す。表 2の縦列の上部から下部への語の並びが、図 2および図 3の横
軸の左側から右側に対応する。
例えば表 2の関係表示の分布を見ると、第 1位、第 3位、第 5位が「話題の









































































（2） a.  おや、蚊の残骸が浮いてこない。さてはお湯に溶けてしまったのだ
ろうか…。ま、いいでしょ。と、また考えないことにする。




 b.  そして「現世の救済という共産主義宗教」という「宇宙的な出口」
を見つけるのである。後には、この「地上の救済の宗教」には裏切
られ、絶望することになるが。























一方、《列挙》の接続表現は、表 2では第 1 位の「次に」、第 5位の「第二
に」、第 6位の「第一に」、第 14 位の「まず」などが挙げられる。「次に」「第
一に」の例を以下に示す。




















   　この二つの判決に共通しているのは、企業中心の合理性である。
この後、この論理に対する次のような批判も出ている。




























には第 4位の「では」と第 8位の「それでは」、第 11 位の「すると」があり、
いずれも表 2中の上位に位置づけられていることが分かる。



















  　ロレアル（L’ OREAL）を日本では知らない人はいないだろう。
































表 2の上位、あるいは図 2・図 3の左側は、同一名詞のくり返しが生じやす
い文章展開を行う接続表現である。その具体的な特徴は 4.3 節で分析を行っ








まず、表 2から、《累加》とされる接続表現として第 55 位の「その上」や








































































































































































































用の手引き 第 1.0 版』（『現代日本語書き言葉均衡コーパス』DVD-ROMに所収）．









How Text Development Inﬂuences Noun Iteration:




The selection of vocabulary in a given text is subject to change according to the 
development of textual content. In some cases new words are used for new situations 
and in other cases a previously used word is repeated. This study examines the 
correlation between text development and noun iteration by using conjunctions as an 
indicator of text development and quantifying the number of iterated nouns before and 
after diﬀerent types of conjunctions.  
For this study, the “Books” section of the “BCCWJ Publication Sub-corpus” was 
used as source material and the list of conjunctions given in Nihongo Kijutsu Bunpō 
Kenkyūkai [Society of Japanese Descriptive Grammar] (ed.) (2009) was used as 
indicators for text development. The Simpson's Diversity Index (D) was used to quantify 
noun iteration in “long-unit-words.”
The following correlations between text development and word iteration were 
observed through the analysis. 
(1) Text development patterns which give rise to noun iteration:
　  Noun iteration is frequent around topic development-related conjunctions 
such as “switches in topic” and “enumeration” and logical conjunctions such 
as “hypothetical conditions.” When the anterior and posterior context of a 
conjunction are disconnected and new independent content is introduced into a 
text, nouns tend to be iterated frequently.
(2) Text development patterns which hinder noun iteration:
　  Noun iteration is less common around additive conjunctions such as 
“accumulation” and “substitution” and topic development-related conjunctions 
such as “supplementation” and “disregard.” When the anterior context of a 
conjunction is carried on and information is accumulated, nouns tend to be 
iterated less frequently.
The results of this analysis shed a new light on the selection of vocabulary in text.
